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処分の概要 公園予定区域等における原状回復等の措置の指示等(第10条第2項の準用) 

法 令 名 

根 拠 条 項 
都市公園法 第33条第4項 

法 令 番 号 昭和31年法律第79号 

【根拠条文】 

 (原状回復) 

第10条 第5条第1項又は第6条第1項若しくは第3項の許可を受けた者は、公園施設を設け、若

しくは管理する期間若しくは都市公園の占用の期間が満了したとき、又は公園施設の設置

若しくは管理若しくは都市公園の占用を廃止したときは、ただちに都市公園を原状に回復

しなければならない。ただし、原状に回復することが不適当な場合においては、この限りで

ない。 

2 公園管理者は、第5条第1項又は第6条第1項若しくは第3項の許可を受けた者に対して、前項

の規定による原状の回復又は原状に回復することが不適当な場合の措置について必要な指

示をすることができる。 

 

 (公園予定区域等) 

第33条 

4 第1項又は第2項の規定により都市公園を設置すべき区域が決定され、その旨が公告された

後当該区域に都市公園が設置されるまでの間においても、当該都市公園を設置しようとす

る地方公共団体又は国が当該区域についての土地に関する権原を取得した後においては、

第2条の3、第4条、第5条、第6条から第12条まで、第13条、第14条、第19条、第25条から第

28条まで及び前条の規定は、当該区域(以下「公園予定区域」という。)又は当該公園予定区

域内に設けられる施設で公園施設となるべきもの(以下「予定公園施設」という。)について

準用する。 

 

【基準】 

 根拠条文に同じ。 

 

備考  

 

設 定 年 月 日 平成28年4月1日 最終変更年月日 令和5年4月1日 

 


